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【目的】 麻は，武士の衿，夏衣，夏服，帽子などの衣料素材として，また，袋物，下駄

の鼻緒，縫糸，畳糸，敷物，縄，網などの生活用品として広く用いられてきた。埼玉県内

の麻の生産や麻の衣料，麻製品について調べ，どこの地域で，どのような用途に使用され

ているのかを調査することを目的とした。

【方法】　 埼玉県立博物館，市立の博物館の所蔵する資料及び文献等と県立，市立図書館

に収蔵されている県，市. 昿 村史誌等の麻についでの記述を収集し，関連のある地域の

実態調査を行い，検討した。

【結果】　文献調査により， 行田市，加須市，坂戸市，川越市，飯能市，入間市，志木市，

戸田市に麻の栽培，麻織物の生産，租税制度等があったことが，明らかになった。

木綿（羽生・行田・加須）. 絹（秩父・飯能）についての文献が多くみられ，麻にづいて

はごくわずかであった。麻は農家の自家消費用として，小規模に栽培され，農民の日常的

な衣料であったが，上布は農民には禁じられ，制限された。室町時代に輸入された木綿は，

江戸時代になって栽培が急速に普及し，県内は代表的な木綿産地となり，麻の着物から木

綿への転換が行われた。大正初期より蕨市を中心に，麻服地，シャツ地等の麻織物がさか

んとなり，昭和1  6 年頃には海軍用の半袖，半ズボンの防暑服が数多く生産された。現在，

麻織物は南東部で少量織られている。 また，行田市，大宮市，八潮市で染色加工されてい

るが，中国産の麻織物が使用されている。埼玉県では木綿，絹の生産が盛んであったため，

東北地方などに比べ，麻の利用は少ないことが確かめられた。
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目的　古代から我々祖先の衣生活を支えた最も重要な植物に麻類がある。その麻は糸と

なり布となって家族の衣服となる他に調布として貢納され、古代国家経済を支えてきた。

麻の用途は幅広く、網索. 網、袋、畳糸、小は鼻緒に至まで、麻なくして生活は存立しな

かった。しかし繊維工業の発達に伴い、天然繊維の改良、化学繊維の開発・改質などによ

り我々は実に豊かな衣生活を享受しており。また大麻の麻薬対策による栽培禁止などから

衣料原料としての麻類、特に大麻の復活はあり得ないことと思われる。この麻類の終焉に

あたり、その利用の全貌を明らかにし、記録に止めることを目的として前回に続き宮城県

について報告する。

方法　宮城県内の市町村史･ 誌等より麻類および衣料原料に関する記述を収集、整理し

特色のある地域については現地調査を行う。

結果　宮城県の麻について収集した資料の中から、特色ある地区を選定し現地調査を行

なった。県北部の栗原郡若柳町は蚊幔の名産地ではあったが。麻の多産地とはつながらな

かった。この地は沼沢地という土質の関係で、麻の栽培には適さずほとんど他の地区から

買い集めた麻茎を用いていた。また、若柳町は石巻と往復する川船交通の拠点となった商

業の町なので。原料も集まるし、蚊帳会社もあり、衣料よりも蚊帳生産の方が高収入であ

ったものであろう。隣接する南方町は、昭和10年頃まで水路周辺の農家は麻を栽培してお

り豪農は多産したので人手を頼む程であった。また、苧績み専門の女性がおり、頼まれれ

ば一軒の家に7~10人位集まった。用途は作業着、蚊恨であった。
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